
（別紙３）

～ R7年　１月　２４日

（対象者数） 25 （回答者数） 25

～ R7年　１月　２４日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

事業所内で検案事項や事例を持ち寄り、自社による研修の確

立を図っていきたい

2

現場にて、スーパーバイズが毎日行える環境を作り、支援力

向上を目指していきたい

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフの支援力の向上、人員の確保、等を考え、安全に引

率できるかの判断をしていきたいと思います。

2

保護者の皆様のご意見を伺いながら、どういった形で行うこ

とがベストか考えていこうと思います

3

障がい特性に応じた支援プログラム（コロロメソッド）を導

入している為、事業所単位で統一した支援ができていること

コロロメソッドを導入しているの本部に直接いき、年に4回

ほど研修に参加し、インプットし、持ち帰ってきたものを現

場にてアウトプットできるよう日々スタッフ間で助言をし、

日々支援力向上に向け取り組んでいる。

受け入れの難しいと言われる自閉症児（強度行動障害等）も

積極的に受け入れていること。

支援方法をスタッフ一人一人としてやっているのではなく、

統一化しているので支援を行いやすい

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流機会の不足 地域のイベントに参加しても対応が難しい時もある。

保護者同士での交流機会の少なさ 療育参加を年に１から２回は行っているが、活動の様子を見

学したりはできていない（教室内が狭いため）

交流の機会を求める声と現状で満足しているとの声があり意

見が別れる為、ニーズに応じた対応をしていきたい

R７年　１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R７年　３月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　キララ　

○保護者評価実施期間
R7年　１月　１４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


